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わが国の海岸砂地は20数万ヘクタ{ルの面積を

占め，気候は概して温暖で交通も比較的便利であ

るなど，恵まれた地域であるため，農家の経営内

容も非常に集約され，栽培している作物も多い。

また太平洋沿岸地帯では，温室やビニーノレノ、ウス

利用の不時栽培が広くおこなわれ，日本海沿岸地

帯では，ぶどうなどの果樹栽培が盛んであるほか

チュ{リップのような球根養成など，砂地の性質

を良く活かした特殊な経営もおこなわれている。

砂地における栽培上の欠点

以上のような海岸砂地も，栽培上にはいろいろ

な欠点が多い。すなわち，土壌に粘土分と有機物

が非常に少ないことが原因となって，養分が不足

しているのはもちろんのこと，土地は乾燥し，肥

料は流亡しやすい上に，冬季は飛砂が盛んになる

など，決して満足した栽培環境とは言えない。

海岸砂地(静岡〉土壌の性質
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これらの欠点に対しては，特殊な栽培法を工夫

することによって回避し，或いは逆に欠点面を有

効に利用することも考えられ，関係の一部研究成

果は現在の栽培法にも取り入れられて，技術的に

も少しづっ進歩しているが，大きく砂地農業を発

展させるには，客土をおこない，堆厩肥などを多

く施し.かん水を十分におこなうなど，積極的な

手段を用いて根本的に改良しなければならない。

じかしながら最近の農村には，労力の不足など

余りにもあい路が多く，客土などその意義の重要

さは認識できても，実際におこなう段になると甚

だ容易でない。

幸いなことに，土地の乾燥に対しては，各地に

大規模なかんがい施設が整備されてきたので，今

後これの適切な活用方法を考え，適した作物を選

定し，施肥法にも一段と工夫を重ねてゆけば，粘

土の少ない点などはかなりカバーできてF 安定し

た栽培が期待できる。

野さいの栽培状況とその特徴

海岸砂地の，自然立地条件や社会的環境からし

て，今後の基幹作物は園芸関係のものにならざる

を得ないが，現在栽培されている主な野さいは，

かんしょ，ばれいしむさといも，長いも，らっ

きょう，たまねぎ，だいこん，にんじん， しろね

ぎ，すいか，かんらん，など種類は非常に多い。

このうちの大部が，地中で発育するいも類や，

葉根さい類であるのは注目すべきことで，今後新

しい特産野さいを育成するに際しても，種類の選

定には大いに参考とすべきである。一般に砂地に

おける野さいの収量は，他の地域より少ないのが

常であるが，いも類や根さい類はその減収割合が

少なく，早い時期の収量はむしろ砂地の方が多い

場合がある。

また畑における管理がやや粗放になっても，比

較的正常な生育ができる作りやすいものである。

たとえばかんがいなども，活着期やその後根の

発育する初期におこなえば，極端でな

い限り相当な乾燥にも耐える。未知の

点も多いが，以上のような特性が，い

も類や根さい類の多く栽培されている

理由と思われる。

砂地の作物でも，栽培期間の余り長

いものは，乾燥せき薄地に栽培するこ

とは不利である。たまねぎなどは 7カ月もの長い

栽培期間を要するため，十分な収量をあげるには

どうしても土地の肥沃化が要求される。

この点は春夏作の果さい類などでも同じである

が，この場合は地力が低いため，後半の生育が衰

えてくるのに加え，暑さに向う時期なので病気そ

の他の障害が多くなる。そのためか価額の面も考

えて，最近は定植時期が年々早まって， 7月に入

って間もなく栽培が終ってしまうような栽培が多
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くなった。

海岸砂地での果さい類の栽培

砂地における野さいの肥培法

砂地の施肥には，次のような特徴がみられる。

① 土壌の緩衝能が徴弱である。施した肥料は

流亡しやすいが，反面，多肥すると濃度障害をお

こしやすい。

② 肥料の分解は必ずしも順調でなく，そのた

めに生育を阻害することがあるなど。

土壌の緩衝能が小さいことは，濃度障害などに

も関係し，正常な肥料の効き方に大きな支障とな

るが，堆厩肥の施用は，一時的にしても緩衝作用

を発揮して，障害の発生をやわらげる。

また肥料の効果比較試験をおこなったときな

ど， しばしば経験することであるが，堆肥を施さ

ないとき生じた肥料開の差異も，堆肥を施した場

合は不明瞭になって，間作用の現れが認められる。

ただ，こうした堆肥の効果を安定して維持させ

るためには，石灰の施用，粘土分の補給をおこな

って，腐植の蓄積をはからねばならないが，実施

には前述のとおり困難が多いから毎作の堆厩肥施

用に最大の努力をしなければならない。

肥料の濃度障害については，海岸砂地では多く

経験することで，丈夫なかんしょですら， 早天時

に多肥すると枯死する株を生ずる。

海岸砂地において， とくに回数の多くなる肥料

の分施は，単に肥料の流亡が大きいためばかりで

なく，濃度障害を回避する方法にもなっている。

そのほか肥料の流亡と濃度障害を回避するた

め，果さい類の栽培などにおいては，従来から有

機肥料を主体とする施肥法をおこなってきた。し

かし最近は栽培時期も早まり，適当な無機質肥料

の施用は効果も高いため，堆厩肥との併用を前提

にした化成肥料に主体が変り，肥料の種類や施用

法に関係した研究も盛んになっている。

被覆肥料(コーティンゲ〉への期待

試作段階のもので未だ広く実用化されていない

が，特殊な物質で粒の表面を被覆した化成肥料

〈コーティング肥料〉がある。

試験の結果では，肥料の流亡や濃度障害に対し

てもかなり の効果があるので，これからの肥料と

して期待されている。

肥料の分解でとくに問題が出やすいのは，動植

物質肥料や石灰窒素，尿素などである。

なたね粕などを多施すると， 10日間以上経過さ

せても，春夏作の果さい類などでは活着がおくれ

甚しいときには茎葉や根に傷害をおこす。

尿素などもガス障害をおこしやすく， とくにピ

ニールトンネルやハウス内では，葉焼け現象を生

ずる。これらの障害を防止するには 1回の施肥量

に注意し，基肥は定植前に施してから，かん水に

よる水分の補給やビニール掛けによる保温なども

おこなって，分解を進めておくのが良い。

以上，砂地園芸の問題として， 2，......， 3の点につ

いて簡単に述べたが，経営の充実には，何んとい

っても総合的な栽培技術の改善が必要なので，そ

のため僅かでも参考になれば幸いである。
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